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研究の成果を論文として公表することは大変重要な
作業であり、その論文の採否を左右する査読は慎重
に行う必要がある。しかし、論文の査読には普遍的
で理想的な方法はなく、科学者が最善な方法を模索
するしかなかった。本セミナーでは優れた論文を執
筆し、数多くの査読や編集にも携わる水島昇教授に
登壇いただき、具体的な査読のあり方について講義
いただく。

セミナー概要

文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業
群馬大学ダイバーシティ推進センター第12回研究力アップ講座

＜ご略歴＞
1991年東京医科歯科大学医学部卒。同大学院博士課程修了。医学博士。
97 ～ 2004年基礎生物学研究所（99 ～ 05年に科学技術振興事業団さき
がけ研究員を兼任）、04年に東京都臨床医学研究所室長、06年に東京医
科歯科大学教授、12年より現職。トムソン・ロイター引用栄誉賞（13
年）、上原賞（15年）、持田記念学術賞（16年）、紫綬褒章（21年）
など数々の賞を受賞。eLife (reviewing editor)、Molecular Cell 
(editorial board)などの雑誌編集を務める。著書「査読の技法」（羊土
社）により、科学分野における査読の問題を提言。

お申し込み 2月6日（月）〆切 ※手話通訳を予定しています。お申し込み時にお知らせください。
対象：群馬大学教職員、非常勤職員、学生 講座定員：300名 先着順
セミナーのお申込みはこちら： https://forms.gle/PRwEga41m6NRr5k59
(氏名・所属・メールアドレス又は内線番号を入力してください) 

主催：群馬大学ダイバーシティ推進センター
連絡先：kyodo-sankaku@jimu.gunma-u.ac.jp, 027-220-7146/7143 (FAX)
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